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経済産業省では、「AdBlue」の需給緩和に向け、国内生産事業者をはじめとした関係者の皆様と
連携した対応を実施中です。2022年1月中に、国内供給量が平時の需要量を上回る見通しであ
り、一日も早い需給の安定化を目指しています。

1．状況

現在、「AdBlue」の原料となる尿素について、中国からの輸入が停止しており、国内でも
「AdBlue」の供給量が減少しています。ディーゼル車の稼働に「AdBlue」が必要不可欠であ
り、不足を懸念する声が上がっています。

2．当省の対応と今後の見通し

経済産業省では「AdBlue」の原料となる尿素の国内生産事業者に対し、最大限の増産を要請して
おり、国内生産事業者による最大限の増産等の取組を実施中です。これにより、１月中には、原
料となる尿素の国内供給量が平時における需要量全体を上回る見通しです。中国以外からの輸入
も拡充されています。

3．高額転売への対応

現在、ECサイトにおいて、「AdBlue」の個人間取引において注意喚起を促す表示を導入し、高額
転売への対策を進めています。「AdBlue」を使用する事業者の皆様におかれましては、冷静な対
応をお願いいたします。
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